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市議会議員●後藤 ゆう子 市議会議員●かとう 涼子

裏面へつづく…市議会報告「市民の声をどう聴くのか」「ウォーカブルなまちづくり」ほか

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
ひ
と
こ
と
提
案
」
で
は
、

96
名
の
方
か
ら
、
平
和
事
業
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
西
東
京
市
平
和
の
日
」

　
戦
時
中
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
に

隣
接
す
る
旧
田
無
・
保
谷
は
、
度
重
な
る

空
襲
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
Ｂ

29
の
１
ト
ン
爆
弾
に
よ
り
、
多
数
の
犠
牲

者
が
出
た
４
月
12
日
は
「
西
東
京
市
平
和

の
日
」と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
知
ら
な
い
」

と
の
回
答
が
35・
4
％
、「
よ
く
知
っ
て
い

る
」
と
の
回
答
は
約
２
割
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

市
民
参
加
で
つ
く
ら
れ
た
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

　
西
東
京
市
で
は
、
市
政
誕
生
１
周
年
の

２
０
０
２
年
1
月
21
日
に｢

非
核
・
平
和

都
市
宣
言｣

を
行
い
ま
し
た
が
、「
宣
言

都
市
で
あ
る
こ
と
も
宣
言
文
も
知
ら
な

い
」
方
が
17・
5
％
で
し
た
。「
私
た
ち
は

生
き
て
い
る
。」
で
始
ま
る
宣
言
文
案
は

市
民
参
加
で
つ
く
ら
れ
、田
無
駅
北
口「
平

和
の
リ
ン
グ
」
付
近
の
ほ
か
、
田
無
庁
舎

に
も
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
惨
状
、
被
災
者
支
援
を
し
て
い
る
方
た
ち
の
講
演
会

・
学
校
な
ど
で
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
く
会
。
で
き
れ
ば
親
も
一
緒
に

・「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
冊
子
化
し
、
広
く
子
ど
も
や
市
民
に
配
布

・
戦
後
80
年
体
験
記
等
を
市
と
し
て
ま
と
め
る

�

な
ど
、
平
和
事
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　図書館の地域・行政資料コーナーに
は、80年前の市民の「生の声」が数
多く残されています。
――�『田無の戦災誌』から
　（1945年４月）12日はいいお天気
でした。…その日もラジオをかかえて
壕の入り口に立っていたところ、警戒
警報が出てすぐ空襲警報が鳴ったので
す。すると間もなく南西の空にB29の
編隊が見えたかと思うと、それが黒い
豆粒みたいなものを落とし、その豆粒
はみるみる内不気味な地響か地鳴りと
共に真黒なでっかい弾となり、駅に落
ち始めたのです。（小峰順誉さん）

　ちょうど江原薬局の辺まで来た時、
ガンガンとものすごい地響きがして、
私達は思わず細い路地へパッと伏せた
ですよ。…どうやら命だけは助かった
らしいことがわかると、すぐに立ち上
がり走り出したんだ。…爆弾の破片や
ら、泥やらわけのわからないものがいっ
ぱい。とにかくあたりには不気味な静
けさが漂い、人っこ一人アーともウー
とも言わないんだから。（大野公三さん）

――�『八つ手の盆』から
　「加藤さんから向うが全滅だーっ　
全滅だーっ」て言うんでね、あれっと
思って上がってみたら、ホントに駅が
丸見えになっちゃったんですよね。…
帯が飛んで、新井さんのけやきの木に
ひっかかって…（石原金子さん）

　直撃を受けたお家のご親族の方と思
いますが、小さな板の上に八つ手の葉
を置き、土にまみれた肉片を拾い集め、
その上に…その八つ手の葉が…その緑
の濃さが眼に…今も鮮明に私の脳裏に
焼き付いています。（野島美佐子さん）

＊　　＊　　＊
　昨年11月に開校150周年を迎えた
保谷小学校の記念式典では、校長先生
が式辞で戦時下の学校日誌を読み上
げ、話題となりました。以下は、式典
参列者からの聞き取りです。
――�昭和19年の保谷小学校の�

日誌から
11月O日：爆撃が激しくなり、比留
間君を家まで送って帰ってきた浜田先
生が、「小川の所まで来るとすごい爆

音がして、比留間君の家から火が出た」
と。つい何分か前に元気で学校から帰
った比留間君が、家に入るとすぐ爆撃
を受け、親子とも爆死したのだ。
12月O日：昨日一緒に麦踏みをした
下田さんが、昨夜の爆撃で亡くなった
との知らせに泣いた。今日は次々とけ
が人が運ばれてきて、保谷小は学校で
なく野戦病院の様だ。
12月O日：昼頃から爆発が起こり、
すごい音とともに土煙が上がってい
る。学校は授業どころではない。児童
と共に敵の爆撃機から逃げて生きてい
くのに精いっぱいだ。

＊　　＊　　＊
　校長先生は、「このような悲しい時
代に生きた子どもがいて、今の日本の
平和がある。だから君たちは平和を大
切にする人になってほしい」と語り掛
けたとのことです。

戦争の実態を語り継ぐしくみを
　戦争は一度起こると長期化します。
戦争を起こさせない土壌を広げること
が、何よりも必要です。
　西東京市も市民との協働で様々な平
和事業に取り組んでいますが、戦争体
験者が少なくなる中、今後は語り部の
育成が急がれます。体験者の話を聞く
会を広めるほか、「平和推進に関する
条例」を改正し、核廃絶の姿勢を明確
に打ち出す「非核・平和推進条例」と
するなど、市民の皆さまと共に、平和
を築く不断の取り組みを進める提案を
してまいります。

ウクライナやガザの戦争が長期化し、さらに世界中で新たな紛争が広がっています。しかし戦争は、
遠い国の出来事ではありません。ガザの惨状は、かつての西東京（旧保谷・田無）にもあったのです。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ひ
と
こ
と
提
案
」
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

35.4％

19.8％

44.8％

知らない
よく知っている
聞いたことはある

17.5％

22.7％59.8％

宣言都市であることも宣言文
も知らない
読んだことがある
宣言都市だと知っているが、
宣言文は読んだことがない

日
時
：
１
月
19
日
（
日
）
10
時
～
11
時
45
分

場
所
：
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
コ
ー
ル
田
無
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

講
師
：�

ダ
ニ
ー
・
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
（
イ
ス
ラ
エ
ル
生
ま
れ
。
徴
兵
制
に
よ
り
3
年
間
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
に
所
属
、
退
役
後
来
日
。
家
具
作
家
の
傍
ら
講
演
活
動
を
続
け
る
。
著

書
：『
ど
う
し
て
戦
争
し
ち
ゃ
い
け
な
い
の
？
』
ほ
か
）

主
催
：
西
東
京
・
生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
地
域
協
議
会

電
話
：
０
４
２–

４
５
２–

９
７
９
７
（
生
活
ク
ラ
ブ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

参
加
費
：
５
０
０
円

足
元
か
ら
平
和
を
守
り
育
む
取
り
組
み
を
拡
げ
よ
う

第
41
回
　
今
、
平
和
か
な
？

イ
ス
ラ
エ
ル
元
兵
士
が
語
る
非
戦
論

～「
抑
止
力
」と
い
う
考
え
は
も
う
や
め
よ
う
～

２月10日（月）〜16日（日）
柳沢公民館ロビーにて

柔軟剤等の強い香りで体調不良に
なる「香

こう

害
がい

」。市内初のパネル展が、
市民団体主催で開催されます。

出典：�『田無の戦災誌』（田無市立中央図書館編、
1982年）

　　　『八つ手の盆』（平和観音保存会編、1994年）
先人たちの思いが込められた一冊、ぜひ図書館で
探してみてください。

▲田無駅北口「平和のリング」

戦争させない！ 平和を築く市民の輪を!!



後藤ゆう子とかとう涼子の

議会報告

生
活

者ネ
ットワ

ーク　３つのルール

生
活

者ネ
ットワ

ーク　３つのルール選挙はカンパと
ボランティアで行います。

　
議員は交代制。

議員を職業化せず、誰もが
議員になることで特権化しません。

　
議員報酬は

市民の活動資金として使い、
お金の流れは公開します。

西東京市議会議員

子
ど
も
が
意
見
を
言
え
な
い
！ 

公
園
の
遊
具
更
新

　
保
谷
柳
沢
児
童
館
に
隣
接
す
る
む

く
の
き
公
園
か
ら
、
す
べ
り
台
の
あ

る
木
製
複
合
遊
具
が
撤
去
さ
れ
た
の

は
６
年
前
。
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
も
壊

れ
、
今
は
立
入
禁
止
の
テ
ー
プ
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
公
園
で
ひ
っ
そ
り
と
、
遊
具

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
＂
子
ど

も
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
＂
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
黒
と
黄
の
テ
ー
プ

で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
た
遊
具

に
、Ａ
４
サ
イ
ズ
の
掲
示
物
が
１
枚
、

無
造
作
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。「
遊

具
更
新
に
伴
う
意
見
聴
取
」
と
書
か

れ
た
説
明
書
き
は
漢
字
だ
ら
け
で
、

ル
ビ
さ
え
振
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
も「
不
朽
劣
化
」「
安
全
領
域
」「
現

行
基
準
」
な
ど
、
こ
れ
が
子
ど
も
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
？
と
目
を
疑
う

よ
う
な
行
政
用
語
だ
ら
け
。「
期
間

中
に
ご
意
見
が
な
い
場
合
は
、
小
規

模
複
合
遊
具
へ
更
新
を
致
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
」
と
の
断
り

書
き
に
、
行
政
の
ア
リ
バ
イ
づ
く
り

と
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
の
合
意
は
後
回
し 

田
無
三
中
エ
リ
ア
の 

公
共
施
設
再
編

　
行
政
に
よ
る
意
見
聴
取
の
本
気
度

に
疑
問
を
感
じ
る
事
例
は
、
他
に
も

あ
り
ま
す
。

　

田
無
三
中
の
建
て
替
え
に
あ
た

り
、
エ
リ
ア
内
の
公
共
施
設
を
再

編
・
複
合
化
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
春
か
ら
検
討
に
着
手

し
た
も
の
の
、
地
域
住
民
に
情
報
が

提
供
さ
れ
た
の
は
12
月
も
半
ば
に

な
っ
て
か
ら
。
け
や
き
保
育
園
と
西

原
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
学
校
に
複
合
化
す
る
ほ
か
、
西
原

北
児
童
館
と
田
無
町
市
民
集
会
所
・

芝
久
保
第
二
市
民
集
会
所
も
再
編

統
合
す
る
と
い
う
、
か
な
り
大
が
か

り
な
内
容
で
す
。

　
「
ま
だ
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
市
民
の
声
を
聞
き
丁
寧
に

進
め
る
」
と
は
言
う
も
の
の
、

「
い
つ
ま
で
に
決
め
る
の
か
」

と
質
問
し
た
市
民
へ
の
回
答
は

「
今
年
度
中
」
と
の
こ
と
。
行

政
内
部
の
調
整
に
時
間
を
か
け

て
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
も

地
域
の
合
意
形
成
も
後
回
し
。
順
序

が
逆
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
公
園
や
学
校
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
に
関
わ
る
施
設
の
あ
り

方
は
、
充
分
な
時
間
を
か
け
て
市
民

と
と
も
に
協
議
す
べ
き
で
す
。
市
議

会
で
問
題
に
し
た
こ
と
で
、
む
く
の

き
公
園
の
掲
示
板
は
改
良
さ
れ
、
児

童
館
で
の
子
ど
も
向
け
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
歩
前
進
と
は

い
え
、
市
民
参
加
は
道
半
ば
で
す
。

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
は
都
立
高
校
入
試
に
そ
ぐ
わ
な
い

か
と
う
涼
子

　
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
直

訳
す
れ
ば
、
歩
き
や
す
い
と
い
う
意

味
で
す
。
現
在
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
が
、
全
国
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
車
か
ら
人
を
中
心
に
し
た
道
路
空

間
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
外

に
出
か
け
た
く
な
る
ま
ち
に
な
り
、

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例

え
ば
、
歩
く
こ
と
が
健
康
増
進
に
な

り
、
車
が
減
る
こ
と
で
大
気
汚
染
や

交
通
事
故
の
減
少
、
外
出
す
る
こ
と

で
孤
立
化
防
止
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
、
そ
し
て
ま
ち
の
賑
わ
い
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

も
っ
と
ベ
ン
チ
が
欲
し
い

　
歩
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
中
で
、
重
要
な
も
の
と
し
て
ベ
ン

チ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ
し
て
介

護
者
か
ら
、
ベ
ン
チ
設
置
の
要
望
は

こ
の
10
年
の
間
に
非
常
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
歩
道
に
ベ
ン
チ

が
新
設
さ
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い

状
況
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
国
が
行
っ
た
「
高
齢

者
が
無
理
な
く
休
ま
ず
歩
け
る
距

離
」
や
「
自
宅
か
ら
駅
や
バ
ス
停
ま

で
の
許
容
距
離
」の
調
査
結
果
か
ら
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
０
０
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
間
隔
で
腰
を
下
ろ
せ

る
ベ
ン
チ
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

市
は
ベ
ン
チ
設
置
の
要
望
に
対

し
て
、
必
要
性
は
認
め
つ
つ
、
道
路

幅
の
問
題
か
ら
難
し
い
と
の
見
解

を
示
し
て
い
ま
す
。

先
進
市
で
は

　

三
鷹
市
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し

て
歩
け
る
道
を
」
を
目
的
に
、
ベ
ン

チ
の
あ
る
み
ち
づ
く
り
を
２
０
０

６
年
か
ら
開
始
し
、
現
在
約
３
４
０

基
が
整
備
済
み
だ
そ
う
で
す
。
設
置

費
用
の
一
部
を
寄
付
金
で
募
り
、
寄

付
者
の
名
前
等
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー

ト
を
ベ
ン
チ
に
設
置
し
た
り
、

用
地
協
力
者
に
は
固
定
資
産
税

の
非
課
税
ま
た
は
減
免
措
置
を

行
う
取
り
組
み
も
、「
ほ
っ
と

ベ
ン
チ
事
業
」
と
い
う
名
称
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

品
川
区
で
は
、「
し
な
が
わ

お
や
す
み
石
」
と
い
う
名
称
で
、
歩

道
上
に
サ
イ
コ
ロ
型
や
木
製
型
な

ど
の
腰
掛
を
約
２
９
０
基
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
と
し
て
、
ベ
ン
チ
設
置
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
提
案
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
設
置
要
望
個
所
や
、

ベ
ン
チ
の
形
状
な
ど
に
つ
い
て
の

ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

後
藤
ゆ
う
子

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

看過できない！　学校施設の老朽化と安全管理
　保谷小学校の高架水槽が破損し、急きょ取替工事が行われることに。
耐用年数25年のところ既に46年が経過しており、同様の小中学校が市内に
11校もあるとのこと。工期が新学期にまたがるため、仮設トイレ40基を発注するとの
説明だが、計画的に設備更新を行っていたなら余計な経費もかからず、子どもたちへの
影響も防げたはずだ。
　この間、学校給食への異物混入など、教育現場であってはならない事案が相次いでい
る。老朽化した設備を使い続け、不具合が起きてから対処するやり方を抜本的に変えて
いくべきと訴え、生活者ネットのみが補正予算に反対した。

PFAS対策を求める市民の陳情、２件可決
　有害性のあるPFAS（有機フッ素化合物）の汚染度が高いと指摘される多摩地区では、
独自に水質調査や浄化対策を始めた自治体もある。生活者ネットも繰り返し議会で提案
してきたものの、西東京市は国や東京都の様子を注視する姿勢を貫いてきた。
　12月議会では、井戸水の水質検査や浄水対策、希望者への血液検査を求める市民の
陳情が２件可決。12月24日には環境省もPFASの規制を強化する方針を示した。一刻も
早く、市も検査と対策を進めるべきだ。

市
民
の
声
を
ど
う
聴
く
の
か 

問
わ
れ
る
行
政
の「
本
気
度
」

議 会TOPICS
　
東
京
都
が
採
用
し
、
民
間
事
業
者
が
行
う
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
（
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｔ‒

Ｊ
）
が
、
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
前
の
導
入
時
か
ら
、
テ
ス

ト
に
使
用
す
る
機
器
の
不
具
合
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
市
内
中
学

校
の
生
徒
が
再
試
験
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
度
重
な
る
機
器
の
不
具
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
採
点
内
容
が
公
表
さ
れ
な
い
、
受

験
し
な
か
っ
た
場
合
は
他
の
受
験
者
の
点
数
を
参
考
に
点
数
が
決
ま
る
、
６
年
間

で
２
０
０
億
円
を
超
え
る
莫
大
な
費
用
な
ど
、
入
試
に
使
用
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
中
止
を
求
め
ま
す
。

▲学校複合化の先進地、志木小学校を視察

▲障がい者（児）とスポーツを楽しむつどい
に参加


